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語文124・125（2026・2　大阪大学国語国文学会）

近
代
活
版
印
刷
資
料
に
お
け
る
外
来
語
に
付
さ
れ
る
傍
線
と�

振
り
仮
名
の
関
係
に
つ
い
て

―
『
西
国
立
志
編
』
を
中
心
に

―

藤　
　

本　
　

能　
　

史

一
　
は
じ
め
に

外
来
語
等
の
特
殊
な
単
語
に
、
傍
線
・
鉤
括
弧
と
い
っ
た
補
助
符
号
が
付

さ
れ
る
の
は
、
一
八
世
紀
中
期
頃
か
ら
で
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
は
、
医
学

書
・
蘭
学
資
料
な
ど
一
部
の
資
料
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
時
代
に
入
る

と
、
外
（
１
）来

語
に
傍
線
・
鉤
括
弧
を
付
す
表
記
形
式
が
主
流
と
な
る
。
こ
の
よ

う
な
表
記
形
式
は
徐
々
に
衰
退
し
て
い
く
が
、そ
の
要
因
と
し
て
、深
澤（
二

〇
〇
六
）
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
か
ら
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
へ
の
移

行
を
挙
げ
る
。
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
、
片
仮
名
表
記
外
来
語
を
「
て

に
を
は
」
等
と
区
別
す
る
た
め
に
符
号
が
使
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
平
仮
名

交
じ
り
文
に
移
行
し
、
文
字
列
単
独
で
区
別
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
符

号
を
付
す
必
要
性
が
希
薄
化
し
、
符
号
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
指
摘
し

て
い
る
。
ま
た
、
藤
本
（
二
〇
二
三
）
は
、
外
来
語
の
表
記
形
式
（
漢
字
表

記
・
仮
名
表
記
）
の
違
い
に
注
目
し
て
補
助
符
号
の
使
用
状
況
を
調
査
し
た
。

傍
線
・
鉤
括
弧
を
付
す
表
記
形
式
は
明
治
後
期
頃
か
ら
徐
々
に
衰
退
し
て
い

く
こ
と
を
示
し
、
そ
の
要
因
と
し
て
以
下
の
点
を
指
摘
し
た
。

・
仮
名
表
記
外
来
語
の
場
合
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
は
仮
（
２
）名

替
え
無
し

の
資
料
が
多
く
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
は
仮
名
替
え
有
り
の
資
料
が
多

い
。
す
な
わ
ち
、
外
来
語
片
仮
名
表
記
へ
の
固
定
化
が
進
み
、
平
仮
名
交
じ

り
文
へ
の
表
記
体
の
移
行
と
重
な
る
こ
と
で
、
符
号
が
衰
退
し
た
。

・
漢
字
表
記
外
来
語
は
、
仮
名
表
記
よ
り
符
号
の
衰
退
時
期
が
早
い
。
仮
名

表
記
と
比
較
し
て
、
漢
字
表
記
は
文
字
列
単
独
で
語
の
ま
と
ま
り
が
区
別
し

や
す
く
、
符
号
を
付
す
必
要
性
が
薄
い
点
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
外
来
語
の
主
要
な
表
記
形
式
が
漢
字
表
記
か
ら
仮
名
表
記
へ
移
行
し
、
そ

の
上
で
漢
字
表
記
さ
れ
る
語
が
一
般
に
認
知
さ
れ
る
語
に
限
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
に
、
漢
字
表
記
に
符
号
を
付
す
必
要
性
が
失
わ
れ
た
。

し
か
し
、
近
代
の
国
語
文
字
・
表
記
を
研
究
す
る
に
お
い
て
は
、
表
記
形

式
に
の
み
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
印
刷
形
式
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

近
世
期
に
整
版
印
刷
が
主
流
に
な
っ
た
こ
と
で
、
書
記
効
率
よ
り
読
者
に
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と
っ
て
の
読
み
や
す
さ
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
３
）。

幕
末
・
明
治
期
に

は
活
版
印
刷
術
が
導
入
さ
れ
、
活
版
印
刷
が
主
流
と
な
っ
た
。
矢
田
（
一
九

九
八
）
は
、
濁
点
・
句
読
点
・
鉤
括
弧
と
い
っ
た
表
記
符
号
が
、
印
刷
時
代

へ
の
変
化
に
伴
い
性
格
が
変
化
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

即
ち
、
濁
音
点
や
句
読
点
の
よ
う
な
、
元
来
手
書
き
文
化
の
中
で
は

寧
ろ
読
解
行
為
の
側
に
属
し
て
い
た
要
素
が
、
印
刷
の
時
代
に
入
っ
て
、

「
消
費
者
指
向
」
の
流
れ
の
中
で
書
き
手
側
の
作
業
に
任
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
或
い
は
引
用
符
と
し
て
の
鈎
括
弧
の
よ
う
に
、
整
版
印
刷

時
代
に
な
っ
て
か
ら
発
明
さ
れ
る
記
号
も
出
て
く
る
。
手
書
き
の
段
階

で
は
経
済
性
の
観
点
か
ら
し
て
書
記
行
為
に
組
み
込
ま
れ
な
か
っ
た
も

の
が
、
整
版
印
刷
術
に
よ
っ
て
書
記
行
為
の
一
部
と
な
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
活
版
印
刷
は
そ
の
こ
と
を
決
定
付
け
、
種
々
の

意
味
で
表
記
符
号
が
文
字
体
系
と
同
価
値
化
さ
れ
て
い
く
。
濁
音
点
は

仮
名
文
字
を
構
成
す
る
筆
画
の
一
部
と
な
る
こ
と
で
、
文
字
そ
の
も
の

と
融
合
し
て
濁
点
と
な
り
、龍
麿
が
懸
念
し
た
、濁
音
を
示
す
点
を「
お

と
し
な
ど
も
す
」
る
こ
と
は
、
普
通
に
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
句
読

点
や
鈎
括
弧
は
、
文
字
と
同
列
に
並
べ
ら
れ
、
書
記
行
為
の
線
条
性
の

点
に
於
い
て
、
置
か
れ
る
べ
き
場
所
＝
物
理
的
先
後
、
の
通
り
の
順
番

＝
時
間
的
先
後
で
書
か
れ
る
と
い
う
点
で
、
文
字
そ
の
も
の
と
同
じ
価

値
を
獲
得
し
て
い
る
。
即
ち
、
そ
れ
ま
で
は
文
字
に
対
す
る
補
助
記
号

と
し
て
、
文
字
の
外
に
あ
っ
た
表
記
符
号
が
、
文
字
体
系
を
構
成
す
る

一
部
に
ま
で
そ
の
地
位
を
高
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

�

矢
田
（
一
九
九
八
）、
五
八
三
～
五
八
四
頁

一
方
、
文
字
の
左
右
に
配
置
さ
れ
る
と
い
う
点
で
傍
線
と
共
通
し
て
い
る

振
り
仮
名
に
つ
い
て
は
、
矢
田
（
二
〇
一
二
）
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

書
写
か
ら
整
版
印
刷
へ
、
更
に
整
版
印
刷
か
ら
活
版
印
刷
と
い
う
文

字
生
産
技
術
の
展
開
に
伴
っ
て
、
振
り
仮
名
は
句
読
点
や
濁
点
と
同
様

に
、
読
解
行
為
側
の
も
の
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
特
に
活

版
印
刷
に
よ
っ
て
句
読
点
や
濁
点
が
本
行
や
仮
名
本
体
の
一
部
へ
と
変

貌
し
て
い
く
の
に
対
し
て
、
振
り
仮
名
は「
傍
書
」で
あ
り
続
け
た
。
活

版
印
刷
は
、
句
読
点
や
濁
点
の
よ
う
に
は
、
振
り
仮
名
を
根
本
的
に
変

質
さ
せ
る
―
言
い
換
え
れ
ば
、
表
記
本
体
へ
昇
格
さ
せ
る
―
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
あ
り
、
同
じ
訓
点
由
来
の
要
素
の
中
で
一
人
取
り
残
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。�

矢
田
（
二
〇
一
二
）、
五
八
四
頁

活
版
印
刷
が
主
流
と
な
っ
て
も
、
振
り
仮
名
は
、
語
の
読
み
方
・
意
味
を

示
す
た
め
に
「
補
助
的
に
」
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
外
来
語
に
付
さ
れ

る
傍
線
も
、
外
来
語
の
纏
ま
り
・
種
類
（
地
名
・
人
名
・
官
名
な
ど
）
を
標

示
す
る
補
助
的
な
符
号
と
し
て
「
傍
書
」
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
印
刷
上
の

行
間
の
制
約
な
ど
か
ら
、
傍
線
の
使
用
に
振
り
仮
名
が
影
響
す
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
代
活
版
印
刷
資
料
に

お
け
る
外
来
語
に
付
さ
れ
る
傍
線
に
つ
い
て
、
振
り
仮
名
と
の
関
係
に
焦
点

を
当
て
て
考
察
を
行
う
。

本
稿
で
は
ま
ず
、『
西
国
立
志
編
』
洋
装
活
版
本
諸
本
の
検
討
を
通
し
て
、

傍
線
と
振
り
仮
名
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
定
の
傾
向
を
示
す
。
さ
ら
に
、
他

の
資
料
の
用
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
示
し
た
傾
向
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
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二
　
調
査
資
料

一
定
の
傾
向
を
示
す
た
め
の
調
査
資
料
と
し
て
、
明
治
初
期
の
啓
蒙
書
で

あ
る
『
西
国
立
志
編
』
諸
本
を
取
り
上
げ
る
。『
西
国
立
志
編
』
は
、
啓
蒙
思

想
家
・
中
村
正
直
に
よ
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
『Self-H

elp

』
の
翻

訳
書
で
あ
る
。
自
助
の
重
要
性
を
説
い
た
本
書
は
、
青
少
年
た
ち
に
多
大
な

影
響
を
与
え
、
明
治
期
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

『
西
国
立
志
編
』を
調
査
資
料
と
し
た
理
由
は
二
点
あ
る
。
一
点
目
は
、
振

り
仮
名
の
配
置
で
あ
る
。『
西
国
立
志
編
』
に
お
け
る
漢
字
語
彙
は
、
読
み
方

を
示
す
場
合
は
主
に
右
側
、
意
味
を
示
す
場
合
は
主
に
左
側
に
振
り
仮
名
が

付
さ
れ
て
い
る
（
４
）。

外
国
地
名
・
人
名
は
、
読
み
を
示
す
た
め
主
に
右
側
に
付

さ
れ
る
。
外
国
地
名
・
人
名
に
は
、
右
側
に
傍
線
を
付
す
こ
と
が
明
治
期
の

一
般
的
な
表
記
形
式
で
あ
る
が
、
振
り
仮
名
の
配
置
に
よ
る
影
響
を
受
け
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。

二
点
目
は
、
版
面
の
異
な
る
諸
本
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。『
西
国
立
志

編
』
は
ま
ず
一
八
七
一
年
に
、
静
岡
で
整
版
本
の
形
式
で
出
版
さ
れ
た
。
一

八
七
六
年
に
は
、
整
版
本
の
体
裁
を
踏
襲
し
た
洋
装
活
版
本
が
、
奎
章
閣
か

ら
出
版
さ
れ
た
。
田
中
（
二
〇
二
三
）
に
よ
る
と
、
洋
装
活
版
本
に
は
奎
章

閣
版
の
他
、
様
々
な
版
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
版
に
よ
っ

て
本
文
の
行
数
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
。
諸
本
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
版
面

の
違
い
（
行
間
の
制
約
な
ど
）
に
よ
る
影
響
の
検
討
が
可
能
と
な
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
、『
西
国
立
志
編
』
諸
本
を
調
査
対
象
と
す
る
。
諸
本
一

覧
を
、
次
頁
の
表
１
に
纏
め
た
。
所
蔵
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
筆
者

が
実
際
に
確
認
し
た
資
料
で
あ
り
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
「
未
見
」

と
し
て
い
る
。
出
版
者
・
出
版
年
月
の
他
、
判
型
・
本
文
の
行
数
・
傍
線
の

有
無
・
振
り
仮
名
の
位
置
を
示
し
て
い
る
。
系
統
名
は
筆
者
に
よ
る
。

次
節
よ
り
、
各
系
統
に
お
け
る
傍
線
・
振
り
仮
名
の
使
用
状
況
を
検
討
す

る
。
各
系
統
の
出
版
経
緯
に
つ
い
て
は
、
各
項
で
述
べ
る
。

三
　
各
系
統
に
お
け
る
符
号
の
使
用
状
況

三
・
一
　
整
版
本

ま
ず
、
整
版
本
を
見
て
い
く
（
５
）。

整
版
本
は
最
初
に
、
一
八
七
一
年
に
駿
河

国
静
岡
藩
で
和
装
一
一
冊
の
か
た
ち
で
出
版
さ
れ
た（
静
岡
版
）。
版
木
は
の

ち
に
同
人
社
（
一
八
七
三
年
設
立
）
へ
と
移
り
、
同
じ
く
和
装
一
一
冊
の
か

た
ち
で
同
人
社
版
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
和
装
八
冊
の
形
式
に
改
め
、
六

書
房
版
が
出
版
さ
れ
た
（
版
木
は
同
人
社
版
と
同
じ
）
が
、
刊
年
は
不
明
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
本
文
一
二
行
で
あ
り
、
左
右
に
ル
ビ
・
傍
線
・
圏
点
等
が

付
さ
れ
て
お
り
、
傍
線
は
外
来
語
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
字
表
記
・
仮
名

表
記
と
で
付
さ
れ
る
位
置
が
異
な
っ
て
い
る
（
用
例
（
１
）
～
（
３
）
は
、
静

岡
版
に
よ
る
）。

（
１
）シ
ー
ザ
ル
ス
ハ
．
人
民
ノ
己オ
ノ
レヲ

認ト
メ

テ
君
主
ト
ナ
シ
テ
順
從
ス
ル
モ

ノ
ハ
．
コ
レ
ヲ
シ
テ
福リウ
ン利
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ヿ
ヲ
務
ム（
中
略
）維ヴ
イ
ク
ト
ル

多
爾
・

休ヒ
ウ
ゴ哥

筆
ト
劔
ヲ
論
ジ
テ
．
彼
レ
此
レ
ヲ
殺
ス
ニ
非
レ
ハ
此
レ
必
ズ
彼
レ

ヲ
殺
ス
」
ト
イ
ヘ
ル
ハ
．�

第
一
編
、
五
丁
裏
～
六
丁
表

（
２
）ペ
ニ
ン
シ
ユ
ラ
ノ
戰
ニ
．
加カ
ピ
タ
イ
ン

比
丹
ノ
次
官
ナ
ル
人
．
ソ
ノ
隊
伍
ノ

傍カ
タ
ハ
ラニ

在
リ
．
深
泥
ノ
中
ニ
艱ヤツ
ト難
行アル
ク歩
ス
ル
ヲ
見
テ
．
或
人
コ
レ
ヲ
稱
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賛
シ
．彼カ
レ

ニ
一
年
ノ
産
一
萬
五
千
金ポン
ドノ
人
歩
行
セ
リ
」ト
云
ヒ
ケ
リ
．今

時
ニ
在
リ
テ
．
色セ

ハ

ス

ト

ポ

ル

拔
斯
土
卜
兒
ノ
寒
地
．
及
ヒ
印イ
ン
ド度

ノ
熱
土
ニ
於
テ
．

�

第
一
編
、
二
五
丁
表

（
１
）
は
、
人
名
に
単
線
を
付
す
例
で
あ
る
が
、
漢
字
表
記
「
維ヴ
イ
ク
ト
ル

多
爾
・

休ヒ
ウ
ゴ哥

」
は
左
側
に
単
線
が
付
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
仮
名
表
記
「
シ
ー
ザ

ル
ス
」
は
右
側
に
付
さ
れ
て
い
る
。（
２
）
は
、
地
名
に
複
線
を
付
す
例
で
あ

る
が
、
漢
字
表
記
「
色セ

ハ

ス

ト

ポ

ル

拔
斯
土
卜
兒
」「
印イ
ン
ド度

」
は
左
側
に
複
線
が
付
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
仮
名
表
記
「
ペ
ニ
ン
シ
ユ
ラ
」
は
右
側
に
付
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
截
然
と
し
た
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

仮
名
表
記
の
方
が
右
側
に
付
す
割
合
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
６
）。

小
林

（
一
九
八
二
ａ
）
に
お
い
て
、『
西
国
立
志
編
』
の
外
国
地
名
に
お
け
る
符
号

の
使
用
状
況
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
外
国
地
名
が
漢
字
表
記
の
場
合

は
九
七
・
五
％
が
左
複
線
で
あ
る
が
、
仮
名
表
記
は
七
三
・
三
％
で
あ
っ
た

（
表
２
（
７
））。

こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て
、
小
林
氏
は
以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
、『
西
国
立
志
編
』
に
お

け
る
ふ
り
が
な
の
使
い
わ
け
に
合

せ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
西
国
立
志
編
』
の
ふ
り
が
な
は
、

右
側
に
あ
れ
ば
読
み
を
、
左
側
に

あ
れ
ば
意
味
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
。

だ
か
ら
、
外
国
地
名
の
漢
字
表
記

に
お
い
て
、
地
名
の
読
み
を
示
す

漢字表記 仮名表記

左複線
234 63
97.5% 73.3%

右複線
0 23
0.0% 26.7%

線なし
6 0
2.5% 0.0%

合計 240 86

表2　�外国地名における複線
の位置

系統 出版者（所） 出版年月 判型 行数 傍線 ルビ�
位置 所蔵 請求記号

整版本

駿河国静岡藩 1871年7月

半紙本 12行 有 左右

国立国会図書館デジタルコレクション 9-33ロ

同人社 1873年2月
以降

国書データベース（江戸東京博物館一
般〈89204963～89204973〉）

DIG-
EDOM-10492

六書房 不明 国立国会図書館デジタルコレクション 9-33

奎章閣
奎章閣 1876年11月

四六判 12行 有 左右
熊本県立図書館 /フヤ/1205/

根本篤造 1881年10月 天理大学附属天理図書館 154//3（8）
秋元房治郎 1886年11月 天理大学附属天理図書館 154//3（2）

木平譲
木平譲 1877年2月

四六判 11行 有 左右
九州大学附属図書館檜垣文庫 檜垣文庫�

/73/S 1
七書屋 1877年2月 国立国会図書館デジタルコレクション 31-217

自由閣

自由閣 1887年2月 四六判 13行 無 左右 国立国会図書館デジタルコレクション 33-203
瀧川書店 1887年2月 不明 不明 不明 不明 未見 ―
川勝鴻宝堂 1888年7月

四六判
13行

無
左右 国立国会図書館デジタルコレクション 特21-487

井上一書堂 1906年1月 13行 左右 天理大学附属天理図書館 154//3

自由閣4版

自由閣4版 1887年11月
四六判 16行 無 右のみ

国立国会図書館デジタルコレクション 特21-54
文事堂 1888年4月 国立国会図書館デジタルコレクション 特21-485
文榮閣 1899年2月 不明 不明 不明 不明 未見 ―
求光堂書店 1899年10月 四六判 16行 無 右のみ 筆者蔵 ―

岡本仙助

岡本仙助 1887年10月

四六判 15～
17行 無 左右

国立国会図書館デジタルコレクション 特21-486
偉業館 1888年11月 国立国会図書館デジタルコレクション 特21-53

修学堂書店 1903年2月 国書データベース�
（弘前市立弘前図近代〈159-bS〉）

300011231�
（書誌ID）

その他
銀花堂 1888年1月

四六判
18～
20行 無 右のみ 国立国会図書館デジタルコレクション 特21-481

博文館 1894年7月 13行 有 左右 国立国会図書館デジタルコレクション 31-217ロ

表1　『西国立志編』諸本一覧
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ふ
り
が
な
を
右
側
に
つ
け
、
地
名
で
あ
る
こ
と
を
示
す
二
本
傍
線
を
左

側
に
付
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
外
国
地
名
の
片
仮
名
表
記
に
お
い

て
、
二
本
傍
線
の
つ
け
方
に
統
一
性
が
な
い
の
は
、
右
側
に
つ
け
る
ふ

り
が
な
が
な
い
た
め
に
、
地
名
を
示
す
二
本
傍
線
は
右
側
に
付
す
と
い

う
明
治
期
の
一
般
の
表
記
が
入
り
こ
ん
で
生
じ
た
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。

�

小
林
（
一
九
八
二
ａ
）、
一
四
七
頁

明
治
期
一
般
の
表
記
形
式
は
、
地
名
の
右
側
に
傍
線
を
付
す
形
式
で
あ
る

が
、『
西
国
立
志
編
』
の
場
合
は
振
り
仮
名
が
右
側
に
付
さ
れ
る
た
め
、
傍
線

を
左
側
に
付
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
は
人
名
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
符
号
の
配
置
に
際
し
て
は
、
振
り
仮
名
の
位

置
を
優
先
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
役
職
名
の
よ
う
に
、
意
味
を
示
す
振

り
仮
名
が
左
側
に
付
さ
れ
て
い
る
場
合
、
傍
線
は
右
側
に
付
さ
れ
る
。

（
３
）
勉
學
ヲ
譽
メ
テ
「
童
子
努ツト
メ
テ力
學
習
セ
ヨ
．
他
曰
汝
聖テフ

ノ
ヤ
ク
ニ
ン

會
保
長
ノ

如
キ
衣
服
ヲ
着
タ
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
」
ト
云
ヘ
リ�
第
一
編
、
一
七
丁
裏

た
だ
し
整
版
印
刷
の
場
合
、
版
木
に
彫
り
込
む
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

傍
線
・
振
り
仮
名
の
配
置
に
関
す
る
版
面
上
の
制
約
は
少
な
く
、
傍
線
・
振

り
仮
名
を
同
じ
位
置
に
配
置
す
る
こ
と
も
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
活
版
印

刷
の
場
合
、
活
字
の
ス
ペ
ー
ス
に
制
限
が
あ
る
た
め
、
行
数
等
に
よ
っ
て
は

同
じ
位
置
に
配
置
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
傍
線
の
使
用
に

お
い
て
振
り
仮
名
が
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
。
洋
装
活
版
本
諸
系
統
の

比
較
を
通
じ
て
確
認
す
る
（
８
）。

三
・
二
　
奎
章
閣
系
統

中
村
正
直
ら
は
、
版
権
免
許
を
取
得
し
、『
西
国
立
志
編
』
を
洋
装
活
版
本

で
再
版
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
版
権
取
得
直
前
の
一
八
七
六
年
九
月
、

奎
章
閣
に
お
い
て
、
整
版
本
の
体
裁
を
踏
襲
し
た
洋
装
活
版
本
が
出
版
さ
れ

た
。
こ
の
版
と
同
じ
行
字
数
で
新
規
に
組
版
し
て
、
根
本
篤
造
版
・
秋
元
房

治
郎
版
が
出
版
さ
れ
た
。
本
文
は
一
二
行
で
あ
り
、
五
号
活
字
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
整
版
本
と
同
様
、
振
り
仮
名
・
傍
線
と
も
に
左
右
に
付
さ
れ
て
お

り
、
漢
字
表
記
地
名
・
人
名
の
場
合
読
み
を
示
す
振
り
仮
名
が
右
側
に
、
複

線
が
左
側
に
付
さ
れ
て
い
る
。
頁
を
観
察
す
る
と
、
図
１
の
よ
う
に
、
振
り

仮
名
と
傍
線
を
並
べ
ら
れ
る
ほ
ど
行
間
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

図
１　

秋
元
房
治
郎
版
（
９
）　

九
頁
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田
中
（
二
〇
〇
二
）
は
、
奎
章
閣
版
は
傍
線
付
き
活
字
を
使
用
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
行
間
に
傍
線
を
組
み
込
ん
で
版
面
を
作
製
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

五
文
字
の
言
葉
に
つ
け
る
傍
線
な
ら
五
文
字
分
の
長
さ
の
罫
を
使
う

の
が
普
通
だ
が
、
こ
れ
が
初
期
の
頃
は
文
字
一
文
字
分
の
長
さ
に
切
っ

た
罫
を
大
量
に
用
意
し
て
お
き
、
そ
れ
を
細
切
れ
に
入
れ
て
い
っ
た
ら

し
い
。

も
っ
と
も
こ
の
本
文
は
、
文
字
と
文
字
と
の
間
が
そ
れ
ぞ
れ
三
分

（
一
文
字
の
三
分
の
一
の
寸
法
）
ま
た
は
四
分
（
一
文
字
の
四
分
の
一
の

寸
法
）
ず
つ
空
け
て
組
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
角
（
一
字
分
）
寸
法

の
細
切
れ
の
罫
を
空
き
な
し
で
入
れ
て
い
く
と
字
間
の
寸
法
の
分
が
足

り
な
く
な
っ
て
い
き
、
罫
を
余
分
に
継
ぎ
足
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

る
。活

字
に
詳
し
い
板
倉
雅
宣
さ
ん
の
お
話
で
は
、
ボ
デ
ィ
に
罫
が
鋳
込

ま
れ
た
活
字
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
奎
章
閣
版
の
傍
線
を

見
る
と
、
隣
の
行
の
ル
ビ
や
傍
点
と
近
接
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
ど
う

も
罫
つ
き
の
活
字
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

�

田
中
（
二
〇
〇
二
）、
五
八
頁

行
間
に
罫
や
振
り
仮
名
等
の
符
号
活
字
を
二
行
分
組
み
込
む
だ
け
の
余
裕

が
あ
る
こ
と
及
び
、
一
字
サ
イ
ズ
の
罫
を
細
切
れ
に
使
用
し
て
組
版
す
る
こ

と
で
、
整
版
本
の
複
雑
な
版
面
を
活
版
本
で
も
再
現
で
き
た
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

三
・
三
　
木
平
譲
系
統

一
八
七
七
年
、
中
村
ら
が
版
権
を
取
得
し
て
出
版
し
た
の
が
木
平
譲
蔵
版

本
で
あ
る
。
奎
章
閣
に
先
を
越
さ
れ
た
た
め
、
書
名
に
「
改
正
」
が
冠
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
組
体
裁
で
、
七
書
屋
蔵
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
本
文
一
一
行
で
、
五
号
活
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
奎
章
閣
本
と
同
様
に
、

振
り
仮
名
・
傍
線
と
も
に
左
右
に
付
さ
れ
て
お
り
、
漢
字
表
記
地
名
・
人
名

の
場
合
読
み
を
示
す
振
り
仮
名
が
右
側
に
、
複
線
が
左
側
に
付
さ
れ
て
い
る
。

奎
章
閣
版
と
同
様
、
行
間
に
は
余
裕
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
（
図
２
）。

図
２　

七
書
屋
版（
（1
（

　

一
二
頁
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三
・
四
　
自
由
閣
系
統

一
八
八
七
年
に
出
版
さ
れ
た
自
由
閣
版
は
、
三
刻
ま
で
は
同
じ
紙
型
の
鉛

版
で
印
刷
し
て
い
る
。
三
刻
の
紙
型
は
瀧
川
書
店
に
移
っ
た
後
、
さ
ら
に
大

阪
の
井
上
一
書
堂
に
移
り
一
九
〇
六
年
に
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、京
都
の
川
勝

鴻
宝
堂
版
は
、
系
統
関
係
が
判
然
と
し
て
い
な
い
が
、
田
中（
二
〇
二
三
）は
、

自
由
閣
三
刻
版
・
瀧
川
書
店
版
い
ず
れ
か
と
同
版
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を

示
し
て
い
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
自
由
閣
系
統
に
含
め
て
お
く
。
本
文
一
三
行

で
、
五
号
活
字
で
あ
る
。
振
り
仮
名
は
左
右
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、
左
振
り

仮
名
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
外
国
地
名
・
人
名
に
は
傍
線
が
付
さ
れ
て

お
ら
ず
、
仮
名
表
記
外
来
語
に
鉤
括
弧
を
付
す
形
式
を
採
っ
て
い
る
（
図
３
）。

図
３　

自
由
閣
版（
（1
（

　

七
頁

三
・
五
　
自
由
閣
四
刻
系
統

自
由
閣
は
、
三
刻
の
紙
型
を
瀧
川
書
店
へ
手
放
し
た
後
、
新
た
に
組
版
し

て
四
刻
を
出
版
し
た
。
五
号
活
字
で
あ
る
が
、
本
文
の
行
数
を
三
刻
の
一
三

行
か
ら
一
六
行
に
変
更
し
て
い
る
。
四
刻
の
紙
型
は
、
文
事
堂
・
文
栄
堂
・

求
光
閣
書
店
へ
移
り
、
そ
れ
ぞ
れ
出
版
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
は
使
用
さ
れ
て

お
ら
ず
、
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
て
い
る
。
振
り
仮
名
は
右
側
に
付
さ
れ
て
い
る

（
図
４
）。

図
４　

自
由
閣
四
刻
版（
（1
（
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三
・
六
　
岡
本
仙
助
系
統

自
由
閣
と
は
別
の
組
版
で
、
一
八
八
七
年
に
出
版
さ
れ
た
の
が
岡
本
仙
助

版
で
あ
る
。
翌
年
に
は
、
岡
本
仙
助
が
翻
刻
発
行
者
で
偉
業
館
の
名
を
記
し

た
も
の
が
出
版
さ
れ
た
。
岡
本
仙
助
版
の
紙
型
鉛
版
は
修
学
堂
書
店
に
移
り
、

五
号
活
字
で
あ
る
が
、
行
数
は
頁
に
よ
っ
て
異
な
り
、
一
五
～
一
七
行
で
あ

る
。
傍
線
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
仮
名
表
記
外
来
語
に
は
鉤
括
弧
が
付
さ

れ
て
い
る
。
振
り
仮
名
は
右
に
の
み
付
さ
れ
て
い
る
（
図
５
）。

図
５　

岡
本
仙
助
版（
（1
（

　

六
頁

三
・
七
　
そ
の
他

銀
花
堂
版
は
、五
号
活
字
で
あ
る
が
、行
数
は
一
八
～
二
〇
行
で
あ
り
、行

間
が
非
常
に
狭
く
な
っ
て
い
る
。
傍
線
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
仮
名
表
記

外
来
語
に
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
て
い
る
。
振
り
仮
名
は
右
の
み
に
付
さ
れ
て
い

る
（
図
６
）。

図
６　

銀
花
堂
版（
（1
（

　

四
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博
文
館
版
は
、
木
平
譲
系
統
の
版
権
を
博
文
館
が
正
式
に
譲
り
受
け
て
出

版
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
号
活
字
で
あ
る
が
、
体
裁
は
木
平
譲
版
と
異
な
り
、

本
文
は
一
三
行
で
あ
る
。
版
権
を
譲
り
受
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
木
平
譲

系
統
と
同
様
、
振
り
仮
名
・
傍
線
と
も
に
左
右
に
付
さ
れ
て
お
り
、
漢
字
表

記
地
名
・
人
名
の
場
合
読
み
を
示
す
振
り
仮
名
が
右
側
に
、
傍
線
が
左
側
に

付
さ
れ
て
い
る
。
行
間
に
は
余
裕
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
（
図
７
）。

図
７　

博
文
館
版（
（1
（

　

九
頁

四
　
考
察
―
『
西
国
立
志
編
』
以
外
の
資
料
の
検
討

以
上
、『
西
国
立
志
編
』
諸
本
を
調
査
対
象
と
し
て
、
活
版
印
刷
資
料
に
お

け
る
傍
線
と
振
り
仮
名
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
以

下
の
傾
向
が
確
認
で
き
た
。

・
読
み
を
示
す
振
り
仮
名
が
右
側
に
付
さ
れ
る
た
め
、
漢
字
表
記
地
名
・
人

名
の
左
側
に
傍
線
が
付
さ
れ
る
。
即
ち
、
傍
線
と
振
り
仮
名
は
異
な
る
位
置

に
配
置
さ
れ
る
。

・
行
間
が
狭
い
場
合
、
振
り
仮
名
と
傍
線
が
同
時
に
付
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

た
だ
、『
西
国
立
志
編
』
の
よ
う
に
漢
字
表
記
・
仮
名
表
記
と
で
傍
線
の
位

置
が
異
な
る
例
は
特
殊
で
あ
り（
（1
（

、
漢
字
表
記
・
仮
名
表
記
と
も
に
傍
線
が
使

用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
概
ね
符
号
の
位
置
は
同
一
で
あ
る
。
本
節
で
は
『
西

国
立
志
編
』
以
外
の
活
版
印
刷
資
料
に
お
け
る
分
析
を
行
い
、
先
述
の
傾
向

に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
考
察
を
行
う
。
本
節
で
挙
げ
る
の
は
、
藤
本
（
二

〇
二
三
）
で
調
査
対
象
と
し
た
資
料
で
あ
る（
（1
（

。
ま
た
、
小
林
（
一
九
八
二
ａ
）

に
お
い
て
、
右
側
に
傍
線
を
付
す
こ
と
が
明
治
期
一
般
的
な
表
記
ス
タ
イ
ル

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
、
地
名
・
人
名
に
付
さ
れ
る
傍
線
を
中
心
に
扱
う
。
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ま
ず
、
傍
線
が
右
側
に
付
さ
れ
る
資
料
の
分
析
を
行
う
。
右
側
に
傍
線
が

付
さ
れ
、
且
つ
傍
線
が
付
さ
れ
た
語
句
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
資
料

は
五
六
点
確
認
で
き
た
。
そ
の
う
ち
左
側
に
振
り
仮
名
を
付
す
資
料
が
四
八

点
確
認
で
き
た
。
例
と
し
て
、『
政
家
必
携
各
国
年
鑑
』（
一
八
七
四
）
を
挙

げ
る
。

図
８　
『
政
家
必
携
各
国
年
鑑（
（1
（

』　

二
〇
丁
裏

「
孛プ
ロ
シ
ア
漏
生
」「
伊イ
タ
リ
ー
太
利
」
の
よ
う
に
、
地
名
を
示
す
振
り
仮
名
が
左
に
付
さ

れ
て
い
る
。『
西
国
立
志
編
』
と
は
傍
線
・
振
り
仮
名
の
位
置
が
反
対
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、『
西
国
立
志
編
』
の
表
記
形
式
が
特
殊
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
傍
線
と
振
り
仮
名
は
異
な
る
位
置
に
配
置
さ
れ
る

と
い
う
傾
向
は
共
通
し
て
い
る
。

一
方
で
、
右
側
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
例
、
即
ち
傍
線
と
振
り
仮
名
が

重
な
る
例
も
八
点
確
認
で
き
た
。
以
下
『
西
国
烈
女
伝
』（
一
八
八
一
）
の
例

を
示
す
。

図
９　
『
西
国
烈
女
伝（
（1
（

』　

二
頁

「
査ち
や
ー
れ
す
ゑ
ど
わ
る
ど

理
期
義
德
瓦
」、「
蘇
す
こ
っ
と
ら
ん
ど

格
蘭
」
の
よ
う
に
、
振
り
仮
名
と
傍
線
が
同
じ
位

置
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
そ
の
割
合
は
低
く
（
五
六
点
中

八
点
で
一
四
・
三
％
）、特
殊
な
表
記
形
式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
整
版
本

の
例
も
調
査
す
る
と
、
右
傍
線
且
つ
振
り
仮
名
が
使
わ
れ
て
い
る
資
料
五
一

点
中
、
振
り
仮
名
も
右
側
に
付
さ
れ
て
い
る
資
料
は
七
点
（
一
三
・
七
％
）

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
印
刷
形
式
に
関
係
な
く
、
振
り
仮
名
と
反
対
側
に

傍
線
を
付
す
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
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次
に
、
傍
線
が
左
側
に
付
さ
れ
る
資
料
の
分
析
を
行
う
。
左
側
に
傍
線
が

付
さ
れ
る
資
料
は
九
点
と
少
な
く
、
そ
の
う
ち
七
点
が
右
側
に
振
り
仮
名
を

付
し
て
い
た
（
二
点
は
振
り
仮
名
な
し
）。
例
と
し
て
、『
実
用
万
国
史
直
訳
』

（
一
八
八
五
）
を
挙
げ
る
。

図
10　
『
実
用
万
国
史
直
訳（
（2
（

　

』　

一
〇
頁

「
人ピ
ヲ
プ
ル民
」「
島
ア
イ
ラ
ン
ド」
の
よ
う
に
、
英
語
の
片
仮
名
表
記
が
右
側
に
付
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
「
圍
ト
リ
マ
カ
レ
繞
」
の
よ
う
に
意
味
を
示
す
振
り
仮
名
が
左
側
に
付
さ
れ

て
お
り
、『
西
国
立
志
編
』
と
似
た
形
式
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
表
記
形
式

は
少
数
派
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
活
版
印
刷
資
料
の
場
合
、
振
り
仮
名
を
伴
う
場
合
は

右
側
に
傍
線
を
付
す
形
式
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、「
外
国

地
名
・
人
名
の
右
側
に
傍
線
を
付
す
」
と
い
う
明
治
期
一
般
の
表
記
形
式
が

優
先
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
西
国
立
志
編
』
の
よ
う
に
振
り
仮
名
を
右
側

に
付
し
、
地
名
・
人
名
を
表
す
傍
線
を
左
側
に
付
す
例
は
、
明
治
期
に
お
い

て
特
殊
な
表
記
形
式
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

『
西
国
立
志
編
』
に
お
い
て
こ
う
し
た
表
記
形
式
が
採
ら
れ
た
理
由
に
つ

い
て
は
、
現
段
階
で
は
示
し
得
な
い
。
し
か
し
、
中
村
正
直
自
身
が
、
翻
訳

段
階
で
す
で
に
こ
の
よ
う
な
表
記
形
式
に
よ
る
出
版
を
意
図
し
て
い
た
可
能

性
は
考
え
ら
れ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
に
、『
西
国
立
志
編
』
の
訳
稿
本
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る（
（2
（

が
、
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
傍
線
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。

（
４
）
彌ミ

ル爾
ノ
詩
ニ
曰
ク
國
ノ
貴
ミ
ラ
ル
ヽ
ト
コ
ロ
ノ
位
價
ハ
ソ
ノ
人

民
ノ
貴
ミ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヽ
合
セ
集
メ
ル
位
價
ナ
リ�

一
頁

（
５
）
ウW

i
l
l
i
a
m

イ
ル
リ
ア
ム 

ダDa
r
g
a
n

ー
ガ
ン
自
立
ノ
事
ヲ
論
ズ�

一
六
頁

大
久
保
（
一
九
六
六
）
は
、
稿
本
に
は
静
嘉
堂
文
庫
本
を
浄
書
し
た
と
み

ら
れ
る
別
本
（
第
一
編
の
み
。
立
教
大
学
図
書
館
大
久
保
利
謙
文
庫
蔵
）
が

あ
り
、
刊
本
は
別
本
を
修
訂
し
た
決
定
訳
稿
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
表

記
形
式
の
決
定
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
示
す
に
は
、
各
本
の
詳
細
な
比
較
検

討
が
必
要
で
あ
る
が
、
振
り
仮
名
の
位
置
に
よ
り
傍
線
を
付
し
分
け
る
表
記

形
式
を
、
初
期
段
階
で
中
村
正
直
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

本
稿
で
は
ま
ず
、『
西
国
立
志
編
』
洋
装
活
版
本
諸
本
を
対
象
と
し
て
、
活

版
印
刷
資
料
に
お
け
る
傍
線
・
振
り
仮
名
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、「
傍
線
と
振
り
仮
名
は
異
な
る
位
置
に
配
置
さ
れ
る
」、「
行
間
が

狭
い
場
合
、
振
り
仮
名
と
傍
線
が
同
時
に
付
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う

傾
向
を
示
し
た
。

次
に
、『
西
国
立
志
編
』
以
外
の
資
料
を
用
い
て
、
示
し
た
傾
向
の
検
証
を

行
っ
た
。『
西
国
立
志
編
』
の
「
漢
字
表
記
地
名
・
人
名
の
振
り
仮
名
を
右
側

に
付
し
、
傍
線
を
左
側
に
付
す
」
と
い
う
表
記
形
式
は
特
殊
で
あ
り
、
振
り

仮
名
を
伴
う
場
合
は
右
側
に
傍
線
を
付
す
形
式
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
を
示
し
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た
。
た
だ
、「
傍
線
と
振
り
仮
名
は
異
な
る
位
置
に
配
置
さ
れ
る
」
と
い
う
傾

向
は
一
致
し
て
い
た
。
行
間
と
の
関
連
性
は
示
し
得
な
か
っ
た
が
、
傍
線
・

振
り
仮
名
は
同
じ
位
置
に
付
さ
れ
に
く
い
と
い
う
傾
向
が
整
版
本
と
共
通
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
印
刷
形
式
よ
り
、「
外
国
地
名
・
人
名
の
右
側
に
傍
線
を

付
す
」
明
治
期
一
般
の
表
記
形
式
に
揃
え
る
と
い
う
、
一
種
の
規
範
意
識
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

注（１
）　

小
林
（
一
九
八
二
ａ
）
は
、
外
国
地
名
に
右
複
線
、
外
国
人
名
に
右
単
線
を

付
す
形
式
が
明
治
期
一
般
の
表
記
形
式
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
藤
本（
二

〇
二
三
）
の
調
査
で
も
、
こ
の
傾
向
は
確
認
で
き
た
。

（
２
）　

外
来
語
を
仮
名
表
記
す
る
際
に
、地
の
文
と
異
な
る
仮
名
を
使
用
す
る
こ
と

を
い
う
。
以
下
は
、
平
仮
名
交
じ
り
文
・
外
来
語
片
仮
名
表
記
の
例
で
あ
る
。

無
機
體
定
性
離
剖
術
に
於
て
は
此
三
藥
の
用
甚
だ
少
く
僅
に
ブ
ロ
ミ

イ
ュ
ム
と
ヨ
ジ
イ
ュ
ム
を
辨
別
す
る
に
要
す
る
の
み
就
中
ホ
ロ
ー
ロ
ホ
ル

ム
と
硫
化
炭
精
を
撰
用
す�

『
試
薬
用
法
』（
一
八
七
〇
）

（
３
）　

Ｗ
・
Ｊ
・
オ
ン
グ
氏
は
、『
声
の
文
化
と
文
字
の
文
化
』
に
お
い
て
、「
手
書

き
本
の
文
化
は
、〔
本
の
〕
生
産
者
指
向producer-oriented

で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
あ
る
作
品
の
写
本
の
一
冊
一
冊
に
は
、
筆
写
す
る
一
個
人
の
時
間
の
莫

大
な
消
費
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
中
世
の
手
書
き
本
は
、略
号
で
満

ち
て
い
る
。
そ
う
し
た
略
号
は
、
読
者
に
は
不
都
合
で
も
、
筆
写
す
る
者
に
は

好
都
合
な
も
の
で
あ
る
。〔
そ
れ
に
対
し
〕
印
刷
は
、〔
本
の
〕
消
費
者
指
向

consum
er-oriented

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
作
品
の
版
本
の
一
冊
一
冊

に
は
、〔
手
書
き
本
に
比
べ
〕
は
る
か
に
少
な
い
時
間
の
投
資
し
か
こ
め
ら
れ

て
い
な
い
の
だ
か
ら
」（
二
五
二
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
手
書
き
本
は
書
き
手

重
視
、
版
本
は
読
み
手
重
視
で
製
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　

小
林
（
一
九
八
二
ｂ
）
参
照
。

（
５
）　
『
西
国
立
志
編
』
整
版
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
（
一
九
六
六
）、
岡

島
他
（
二
〇
〇
〇
）
に
よ
り
、
私
に
纏
め
た
。

（
６
）　

以
下
、
仮
名
表
記
地
名
の
左
側
に
複
線
が
引
か
れ
て
い
る
例
を
示
す
。

亥イ
ル
マ
ン

爾
満
ハ
．
法
國
モ
ル
ハ
ウ
ス
ノ
人
ナ
リ�

第
二
編
、
二
二
丁
表

（
７
）　

小
林
（
一
九
八
二
ａ
）
の
表
４
で
示
さ
れ
て
い
る
内
容
に
、
使
用
率
及
び
合

計
を
追
加
し
て
い
る
。

（
８
）　

三
・
二
以
降
の
『
西
国
立
志
編
』
洋
装
活
版
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
田
中

（
二
〇
二
三
）
に
よ
り
、
私
に
纏
め
た
。

（
９
）　

画
像
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る（
請
求
記
号
：

154//3

（
２
））

（
10
）　

画
像
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る（
請
求
記
号
：

31-217

）

（
11
）　

画
像
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る（
請
求
記
号
：

33-203

）

（
12
）　

画
像
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る（
請
求
記
号
：

特21-54

）

（
13
）　

画
像
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る（
請
求
記
号
：

特21-486

）

（
14
）　

画
像
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る（
請
求
記
号
：

特21-481

）

（
15
）　

画
像
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る（
請
求
記
号
：

31-217

ロ
）

（
16
）　
『
西
国
立
志
編
』以
外
に
筆
者
が
確
認
で
き
て
い
る
の
は
、
中
村
正
直
訳（
一

八
七
二
）『
自
由
之
理
』
の
み
で
あ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
所
収
（
請
求
記
号
：
特39-274

））。

（
17
）　

調
査
デ
ー
タ
は
、
リ
サ
ー
チ
マ
ッ
プ
の
資
料
公
開
の
ペ
ー
ジ
に
、
藤
本（
二

〇
二
三
）
調
査
資
料
一
覧
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
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藤
本
能
史
（Y

oshifum
i Fujim

oto

）

－

マ
イ
ポ
ー
タ
ル

－researchm
ap

https://researchm
ap.jp/yoshi-fujim

oto
資
料
の
選
定
基
準
は
、
以
下
の
通
り
。

資
料
の
選
定
基
準
と
し
て
、Ｎ
Ｄ
Ｃ
分
類
を
参
考
に
し
た
。
各
分
野
の
所

収
資
料
数
、ま
た
資
料
を
概
観
し
た
う
え
で
窺
え
る
分
野
ご
と
の
外
来
語
の

使
用
状
況
に
鑑
み
て
、
各
年
哲
学
よ
り
四
点
、
歴
史
よ
り
五
点
、
社
会
科
学

よ
り
五
点
、
自
然
科
学
よ
り
三
点
、
外
来
語
使
用
の
少
な
い
技
術
・
産
業
・

芸
術
・
言
語
・
文
学
は
、こ
れ
ら
五
分
野
よ
り
三
点
を
選
定
し
た
。
た
だ
し

一
八
六
八
年
～
一
八
七
二
年
に
つ
い
て
は
、調
査
対
象
と
し
て
扱
え
る
資
料

が
二
〇
点
に
満
た
な
か
っ
た
。
以
下
、一
八
六
八
年
～
一
八
七
二
年
の
調
査

資
料
数
と
分
野
毎
の
内
訳
を
挙
げ
る
。

・
一
八
六
八
年
―
五
点
（
社
会
科
学
三
点
、
自
然
科
学
一
点
、
言
語
一
点
）

・
一
八
六
九
年
―
一
二
点
（
哲
学
一
点
、
歴
史
六
点
、
社
会
科
学
五
点
）

・
一
八
七
〇
年
―
一
三
点（
哲
学
一
点
、
歴
史
五
点
、
社
会
科
学
五
点
自
然

科
学
二
点
）

・
一
八
七
一
年
―
九
点（
哲
学
二
点
、
歴
史
三
点
、
社
会
科
学
二
点
、
自
然

科
学
二
点
）

・
一
八
七
二
年
―
一
七
点（
哲
学
二
点
、
歴
史
五
点
、
社
会
科
学
四
点
、
自

然
科
学
四
点
、
産
業
一
点
、
文
学
二
点
）�

藤
本
（
二
〇
二
三
）、
三
〇
頁

（
18
）　

画
像
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る（
請
求
記
号
：

特39-401

）

（
19
）　

画
像
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る（
請
求
記
号
：

特18-975

）

（
20
）　

画
像
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る（
請
求
記
号
：

特20-74

）

（
21
）　

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本（
函
架
番
号
：
105
函
23
架
、
図
書
番
号
：18751

）を
、
国

書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
マ
イ
ク
ロ
画
像
で
確
認
し
た
。
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二
四
年
一
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発
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基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆
に
あ
た
り
、

多
く
の
方
々
に
ご
教
示
・
ご
意
見
を
賜
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た
。
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感
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